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　先般、郷土史研究家・三戸建次先生編集「平
尾魯仙」の書籍を、青森電子計算センター設
立５５周年記念事業の一環として、八島社長よ
り寄贈いただきました。幕末から明治にかけて
活躍した津軽の画家・平尾魯仙の代表作に、宮
内庁所蔵「暗門瀑布」が有名です。

　先般、全国公立学校施設整備期成会副会長
をしている関係で、文部科学省から小谷施設
助成課長と佐藤調査係が来村し、来年度の公
立学校施設整備予算の説明をいただきまし
た。特に同行した佐藤俊介調査係は大秋の故
佐藤京市さんのお孫さんであり、弘前市から
派遣されているとのことで、村に関係する方
が文科省で立派に仕事をしている姿を見て感
激しております。
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瀑
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光
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決算認定される令和元年度
　令和元年度の一般会計・特別会計の各決算が9月の定例議会で認定されました。
　一般会計決算額は、歳入総額が20億3,250万1千円、歳出総額が19億3,897万5千円で差し
引き9,352万6千円の黒字となりました。

歳入
2,032,501

歳出
1,938,975

村の歳入の内訳はこのようになりました。歳入 村の予算の使いみちはこのようになりました。歳出
（単位：千円） （単位：千円）

民生費
317,675

衛生費
159,101

農林水産業費
198,174

災害復旧費
638

人件費
369,860

扶助費・補助費等
373,245

公債費
177,207

建設事業費・
災害復旧費
239,072物件費

397,258

出資金・
貸付金・積立金
121,240

繰出金
231,910

総務費
463,136

教育費
155,704

公債費
177,207

商工費
196,167

土木費
153,088

消防費
73,649

議会費
44,386

維持補修費
29,183

労働費 50

繰入金
271,482

国庫支出金
130,458

県支出金
116,396

村債
90,117

村税
154,038

自主財源
　　598,347

依存財源 1,434,154

分担金・負担金
723

使用料・手数料
32,138
財産収入 8,339

地方譲与税
17,143

利子割交付金 66

配当割交付金 154

株式等譲渡
所得割交付金 85

地方消費税交付金
24,268

自動車取得税交付金
2,904
地方特例交付金
1,906
国有提供施設等
所在市町村助成
交付金 2,100 寄附金 17,010

繰越金
72,739

諸収入
41,878

地方交付税 1,048,557

特別会計決算

歳入 歳出66,345千円 64,674千円
農業集落排水事業特別会計

歳入 歳出122,680千円 119,618千円
簡易水道事業特別会計 

歳入 歳出16,688千円 16,487千円
後期高齢者医療特別会計

歳入 歳出175,388千円 174,003千円
国民健康保険事業特別会計

歳入 歳出231,702千円 229,904千円
介護保険特別会計

主な事業等

農林水産業費
中山間直接支払制度事業費交付金
白神2期地区中山間事業負担金
多面的機能支払地域協議会交付金
目屋渓谷ふるさと展望台公園関連工事（繰越分）

1,852万円
2,860万円
1,064万円
561万円

教育費
教職員用パソコン等購入費
中学校教育事務委託負担金
白神夏祭り運営補助金
給食センター民間委託料

305万円
958万円
347万円
1,392万円

消防費 弘前地区消防事務組合負担金 5,331万円

民生費
保育所運営費(広域含む)
介護・訓練等給付費
児童手当
長寿祝金

1億925万円
2,804万円
1,725万円
280万円

総務費
村制１３０周年事業運営業務委託料
水陸バス運行委託料
地域公共交通運行業務委託料

256万円
3,525万円
1,148万円

土木費
橋りょう補修設計業務委託
村道橋梁補修工事
村道維持補修工事
除雪車購入費

977万円
2,460万円
1,024万円
2,575万円

衛生費
家庭ごみ収集委託料
弘前地区環境整備事務組合負担金
がん検診等委託料
インフルエンザ予防接種委託料
こども医療費

837万円
678万円
384万円
319万円
393万円

商工費
子育て定住エコタウン整備工事
観光施設指定管理料
観光施設維持修理工事
道の駅津軽白神給水設備改良工事（繰越分）

1,185万円
4,407万円
768万円
1,836万円
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白
神
だ
よ
り

白
神
観
光
に
久
し
ぶ
り
の
活
況
！

道
の
駅
津
軽
白
神
の
来
館
者
２０
万
人
突
破
に
続
き

令
和
２
年
度
８
月
〜
１０
月
の
白
神
公
社
宿
泊
者
数
が

５
月
〜
７
月
と
比
較
し
て
４
倍
の
入
込
数
達
成
！

昨
年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た「
道
の
駅
津
軽
白
神・物
産
セ
ン
タ
ー

ビ
ー
チ
に
し
め
や
」の
来
館
者
が
２０
万
人
を
突
破
し
た
こ
と
は
、先
月
号
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
し
た
。

今
回
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
白
神
公
社
全
体
の
宿
泊

者
数
が
激
増
し
て
お
り
ま
す
。白
神
館
は
１０
月
い
っ
ぱ
い
満
室
状
況
で
あ
り
、久
し
ぶ
り

の
活
況
に
沸
い
て
お
り
ま
す
。特
に
、修
学
旅
行
の
受
入
が
３１
校
で
千
人
を
超
え
る
子

ど
も
た
ち
が
西
目
屋
村
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
て
も
、ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
と
し
て
、自
然
を
強
く
求
め
て
来
村
す
る

多
く
の
方
々
を
、関
係
者
み
ん
な
で
、心
良
く
お
迎
え
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
は
、ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　道の駅津軽白神に入っている白神焙煎舎、
ビファーボと白神ワイナリー、そしてモンベ
ルとこれからの展開に大きく期待しており
ます。平日でもたくさんの人が訪れているこ
とに驚いています。

　青森県が誇る津軽白神県立自然公園・暗門
の滝のすばらしさを、自然を愛する多くの
方々に訪れていただくため、これからも白神
観光を全国に発信し続けてまいります。

村
長
の
部
屋

　
秋
も
深
ま
り
、実
り
の
秋
の
候
　
村

民
の
皆
さ
ま
農
作
業
、日
々
の
お
仕
事

お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

　
さ
て
、大
白
温
泉
露
天
風
呂
は
、10

月
4
日
に
て
今
期
の
露
天
風
呂
の
営

業
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。今
年
の
大

白
温
泉
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、新
た

に
大
白
温
泉
オ
リ
ジ
ナ
ル「
の
ぼ
り

旗
」を
作
成
し
ま
し
た
。新
し
く
入
口

に「
源
泉
掛
け
流
し
」と「
美
肌
つ
る
つ

る
の
湯
」の
旗
を
設
置
し
、ひ
と
き
わ

目
立
っ
て
お
り
、大
変
好
評
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、入
口
階
段
に
は
手
す
り
も
設

置
さ
れ
、よ
り
お
客
様
の
安
全
を
お
守

り
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
寒
く
な
り
ま
す
の
で
、良

質
な
温
泉
で
溜
ま
っ
た
疲
れ
を
癒
し

に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

大
白
温
泉

社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

冬
に
な
る
前
の
準
備
！

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

無
料
設
置
を
し
ま
す
。

　
西
目
屋
村
に
お
い
て
は
、高
齢
者
の
住
宅

用
火
災
警
報
器
な
ど
の
設
置
率
は
低
い
状

況
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。冬
期
間
は
特

に
火
を
扱
う
機
会
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、

万
が一の
火
災
か
ら
身
体
の
安
全
及
び
財
産

の
保
全
を
図
り
、高
齢
者
の
福
祉
の
増
進
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、住
宅
用

火
災
警
報
器
の
無
料
設
置
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　
低
所
得
世
帯
ま
た
は
生
活
保
護
法
に
よ

る
被
保
護
世
帯
に
属
す
る
者
で
次
の
ど
ち

ら
か
に
該
当
す
る
世
帯
。

❶
70
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
世
帯

❷
心
身
の
障
害
が
あ
る
者
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
る
世
帯

注
意
事
項

❶
設
置
に
関
す
る
機
器
な
ど
の
費
用
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

❷
原
則
と
し
て
、警
報
器
は
1
世
帯
1
個
の

設
置
と
な
り
ま
す
。

※
す
で
に
寝
室
ま
た
は
階
段
に
備
え
付
け
ら

れ
て
い
る
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

❸
警
報
器
を
取
り
付
け
る
場
所
は
寝
室
と

な
り
ま
す
。

❹
取
付
け
を
希
望
さ
れ
る
方
や
不
明
な
点

が
あ
る
方
は
、当
会
事
務
局
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ

　
社
会
福
祉
法
人
西
目
屋
村

　
社
会
福
祉
協
議
会

☎
8
5‐2
2
5
5

（
受
付 

平
日
午
前
8
時
15
分
〜
午
後
5
時
）
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～コロナも　コロっと　コロがる　はけじょっこ～　

　10月3日、たしろ運動会「それいけ たしろっこ！」が西目屋小学校体育館で開催されました。
0才児は保育園で留守番となりましたが、1才児から5才児まで、凛とした姿で入場する事がで
きました。赤組と白組の応援合戦は小学生かと勘違いする程、白熱した圧巻の歌声を響かせ、
徒競走は、1才児の可愛すぎる走りから始まり、勇壮な走りを見せた年長児までしっかり大地
を踏みしめていました。障害物競走も年齢ごとに趣向を凝らし、笑いあり声援ありの楽しい種目ばかり
でした。お遊戯は、1、2、3才児が一緒になり、たまらないしぐさに保護者はノックアウトされたようで
す。3才児は、いつもの幼さが消えて立派なリーダーとなり1、2才児を引張りその姿に魅了されまし
た。4才児、5才児はカラーガードに挑戦。音響に合わせた隊列の変形、ガードの操作、掛け声などを駆
使して、14名が心1つになり感動のステージを見せる事ができました。「千手観音（せんじゅかんの
ん）」を表現した時は涙がこぼれそうになる程、立派な演技でした。当日は、児童クラブの応援と90名
を超える保護者さんの大声援があり、子ども達も大満足の運動会だったと思います。ご来場してくだ
さった保護者の皆様有難うございました。
　9月24日、児童クラブの子ども達がエコタウン公園でそり滑りを楽しみました。このそりは手作りク
ラブでダンボールを駆使して製作した物です。この日のためにコツコツと製作してきました。な、なん
と滑るそりでしょうか。子ども達は夢中で遊べたようです。

旬の食べ物

なるみ かじと が

往く!!

　
最
近
、知
り
合
い
か
ら
栗
を
大
量
に
頂
い

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、栗
ご
飯
を
作
る
の

に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。一緒
に
炊
き
込
む
具
材

を
選
ん
だ
り
、味
付
け
に
も
色
々
あ
っ
て
楽

し
い
で
す
よ
ね
。

　
さ
て
、近
頃
、野
生
動
物
に
人
が
襲
わ
れ

る
ニュ
ー
ス
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

　
秋
田
県
で
は
、農
家
が
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収

穫
中
に
ク
マ
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が

あ
り
、長
野
県
で
は
猟
友
会
の
猟
師
が
、罠

に
掛
か
っ
た
カ
モ
シ
カ
を
逃
が
そ
う
と
し
て

重
傷
を
負
い
ま
し
た
。

　
２
件
と
も
命
に
別
状
は
な
か
っ
た
も
の

の
、明
日
は
我
が
身
と
い
っ
た
心
構
え
が
大

切
で
す
。い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
、次
の
３
つ

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

❶
野
生
動
物
と
出
会
っ
た
時
は
相
手
を
刺

激
さ
せ
な
い
よ
う
、そ
っ
と
そ
の
場
を
離

れ
ま
し
ょ
う
。

❷
山
の
事
故
の
多
く
が一人
で
い
る
時
に
発

生
し
て
い
ま
す
。単
独
で
入
山
す
る
の
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

❸
山
の
中
で
は
、音
の
出
る
も
の
を
使
っ
て

周
囲
に
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
で
は
皆
様
、ご
安
全
に
！

　9月30日、延期していた学校田の稲刈りを実施しました。この日は晴天に恵まれ、爽やかな
気候の中、全校児童が生き生きと収穫を体験しました。
　1年生にとっては初めての稲刈りです。鎌の使い方も知らないので、6年生に教わりながら試行
錯誤していましたが、すぐに慣れ、一生懸命に鎌を振るっていました。2年生や3年生はさすがで
す。どんどん刈り進む姿は、実に頼もしかったです。4年生や5年生は、刈り取った稲を束ねる作業
です。これも慣れた手つきで次々と束ねていました。そして稲をうずたかく積み上げていました。
　顔に泥の化粧を施した子、洋服を泥まみれにした子、足をぬかるみに取られ長靴が抜けず
に困ってしまった子、尻餅をついてお尻に円い泥のお月様を付けた子と様々でしたが、全児童
がとても楽しんでいました。
　延期に次ぐ延期で、お手伝いをお願いしていたJA目屋支店の方々や地
域の方々が参加できなかったにもかかわらず、子どもたちの目を見張る
ような活躍で、あっという間に稲刈りは終了しました。
　収穫した餅米は、例年どおり石田武広さんに脱穀していただいた後、西
澤彰さんに精米していただきます。今年度は、コロナウイルス感染防止対
策のことを考えると、例年通りの収穫感謝祭の実施は難しいかもしれませ
ん。PTAの皆さんと協議しながら、実施の在り方を考えていきます。



西目屋 健康広場いきいき

食育だより
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１１月は青森県の「食育月間」です！

＜食育の取り組み紹介＞
産業課 乳幼児健診でのだし活の普及地場産物の学校給食への活用

住民課 保健師/成田・飛内　地域包括支援センター 三上　☎85-2804

　10月15日に、中央公民館でノルディックウォーキング健康教室を開催しました。
町立大鰐病院の三浦先生（管理栄養士）のお話を聞いてから、青森県立中央病院
の西村先生（健康運動指導士）のお話とノルディックウォーキングの実践を行いま
した。参加者の皆さんからは、「先生の話が面白くて、参加してよかった」「久しぶり
にこのような集まりができてとても楽しかった」という感想が聞かれました。今後、
ノルディックウォーキング用のストック貸し出し事業を実施する予定となっていま
す。お知らせは毎戸配布しますので、ぜひチャレンジしてください！

　「食育月間」とは、家庭、保育所、学校、職場、地域など社会全体で
食育推進に取り組むために設けられた、食育の強化月間のことで
す。国では6月を「食育月間」と定めていますが、青森県では県内の
農林水産物が豊富に出回る11月も「食育月間」としています。
　食事は生きていく上では欠かせない大切なものです。「食育月間」
を機会に、体だけではなく心も満たすよう食育活動を日々の生活に
取り入れてみませんか？

　先月から弘前保健所管内で新型コロナウイルス感染者がみられて
います。【相談機関】や【相談する症状の目安】について再度確認すると
ともに、感染予防対策の徹底にご協力ください。詳しくは令和2年10月
16日付け毎戸配布文書【西目屋村新型コロナウイルス感染症対策本
部からのお知らせ】を必ず確認しましょう。

今月のいきいきポイント ❷ 新型コロナウイルス感染症予防の徹底について

今月のいきいきポイント ❶ ノルディックウォーキング健康教室を開催しました！

日  程 行 事 名 備　　考今月の
いきいき
Ｄａｙ

いい歯の日
歯っぴーディ

いい歯の日「11（いい）8（歯）」は、平成5年に日本歯科医師会によって制定されました。同時に4月
8日も「4（よい）8（歯）の日」として制定し、「歯」と「歯ぐき」を大切にしようと呼びかけています。1１月8日（日）

【感染予防対策】
❶手洗い  ❷うがい  ❸マスクの着用
❹加湿   ❺体調管理   ❻換気　
❼三密「換気の悪い場所」  「人が集まる場所」
　「近距離での会話や発声」の回避

弘前市医師会所属のかかりつけ医

相 談 機 関 電 話 番 号 説　明

帰国者・接触者相談センター
（弘前保健所） 33-8521

診察券に記載されている
電話番号をご確認ください。

かかりつけ医で相談の結果PCR検査が必要だと判断した
場合、弘前PCRセンターが行政検査を実施します。
相談後、必要に応じて、医療機関の紹介や受診、ＰＣＲ検査
などの調整をします。

いますぐできる食育活動
・みんなで一緒に食事や料理をする
・規則正しい食生活を心がける
・食べ物の収穫を体験する
・季節や地域の料理を味わう  など

　教育ファーム推進の一環として、農事
組合法人にしめやにご協力いただき、東
部児童センターの児童を受け入れて、ミ
ニトマトの収穫体験を実施しました。
　また西目屋小学校ではじゃがいも・枝
豆の収穫体験も実施するなど、農業の大
変さや食事を大切にする意識・経験を学
んでいました。

　9月23日の給食で、西目屋小学校の児
童が育てて収穫したじゃがいもを使用し
たカレーを提供しました。当日は、校内放
送で栄養教諭がじゃがいもの紹介をした
のち、各教室で給食を食べました。「いつ
ものカレーよりさらにおいしい」「掘った
じゃがいもを食べるのが楽しみだった」と
いった感想が上がりました。

　10月9日の乳幼児健診にて、子ども
の頃からの薄味定着に向けてだし活の
普及活動を行いました。だしで減塩する
大切さを学んでもらうため、食生活改善
推進員から青森県産の「できるだし」商
品のサンプルの提供がありました。今年
度は新型コロナウイルス流行に伴い、試
食は中止としました。

もちろん

全学級完食です
！ めざせ減塩！



22『世界遺産と水源の里 にしめや』 自然あふれる豊かなふるさと情報誌 〈広報にしめや・2020. 11月号〉6

救急 火災

救助 遭難

件
数
累
計

件
数
累
計

5
32

0
0

0
 2

0
0

の
用
心

火
の
用
心

火

消
防
だ
よ
り

令和2年9月末現在

西目屋村
災害発生状況

１１
月
９
日
は「
１
１
９
番
の
日
」

　

総
務
省
消
防
庁
で
は
、毎
年
１１
月
９

日
を「
１
１
９
番
の
日
」と
定
め
、１
１
９

番
通
報
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
と
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、防
災
意

識
の
高
揚
を
図
って
い
ま
す
。

　
火
災
や
急
病
、け
が
や
交
通
事
故
な

ど
目
の
前
で
災
害
が
突
然
発
生
し
た
場

合
は
、誰
で
も
気
が
動
転
し
、興
奮
し
た

状
態
に
な
り
が
ち
で
す
。一刻
を
争
う
と

き
で
も
、「
慌
て
ず・落
ち
着
い
て・正
確

に
」１
１
９
番
通
報
で
き
る
よ
う
に
、町

会
や
自
治
会
ま
た
は
勤
務
先
な
ど
で
実

施
す
る
防
災
訓
練
の
際
に
、通
報
訓
練

を
積
極
的
に
行
い
、通
報
の
仕
方
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
令
和
元
年
中
の
1
1
9
番
受
付
件
数
】

　
令
和
元
年
中
に
弘
前
地
区
消
防
事

務
組
合
管
内（
弘
前
市・黒
石
市・平
川

市・藤
崎
町・板
柳
町・大
鰐
町・田
舎

館
村
・
西
目
屋
村
）で
受
付
し
た

1
1
9
番
件
数
は
1
万
4
，9
0
7
件

で
、1
日
当
た
り
約
40
件
で
し
た
。こ

れ
は
約
36
分
に
1
件
の
割
合
で
受
付

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
1
1
9
番
通
報
の
シ
ス
テ
ム
】

　
弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
管
内
か

ら
加
入
電
話（一般・I
P
）や
携
帯・公

衆
電
話
な
ど
で
通
報
す
る
と
消
防
本

部
通
信
指
令
課
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

（
弘
前
市
大
字
本
町
）に
つ
な
が
り
、そ

こ
か
ら
災
害
現
場
に
最
も
近
い
消
防

署
に
出
動
指
令
が
出
さ
れ
ま
す
。

※
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
、電
波
の

状
態
に
よ
っ
て
は
近
隣
の
消
防
本
部

に
つ
な
が
る
場
合
が
あ
る
た
め
、市

町
村
名
か
ら
住
所
を
話
し
て
く
だ

さ
い
。そ
の
際
、管
轄
が
違
う
場
合

は
、災
害
現
場
の
管
轄
消
防
本
部
へ

転
送
さ
れ
ま
す
。

【
フ
ァ
ク
ス
1
1
9
・メ
ー
ル
1
1
9
】

　

聴
く
こ
と
や
話
す
こ
と
が
不
自
由

な
方
へ
の
対
応
と
し
て
フ
ァ
ク
ス
や

メ
ー
ル
に
よ
る
1
1
9
番
通
報
が
行

え
ま
す
。（
メ
ー
ル
に
よ
る
通
報
に
は
、

事
前
の
登
録
申
請
が
必
要
で
す
。詳
し

く
は
弘
前
地
区
消
防
事
務
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、消
防

本
部
通
信
指
令
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。）

【
1
1
9
番
は
緊
急
電
話
で
す
】

　
1
1
9
番
は
緊
急
通
報
専
用
の
電

話
で
す
。災
害
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

や
、夜
間・休
日
の
救
急
病
院
の
問
い

合
わ
せ
な
ど
に
つ
い
て
は
、左
記
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
火
災
な
ど
災
害
の
お
問
い
合
わ
せ

  （
災
害
情
報
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
）

☎
０
１
８
０‐９
９
１‐９
９
５

※一部
の
携
帯
電
話
、P
H
S
な
ど
利
用

で
き
な
い
電
話
が
あ
り
ま
す
。

▽
夜
間
、休
日
の
救
急
医
療
情
報

  （
医
療
機
関
紹
介
）

☎
3
2‐3
9
9
9

▽
問
い
合
わ
せ
先

弘
前
消
防
本
部
通
信
指
令
課

☎
3
2‐5
1
0
1

▽
と
き　
12
月
10
日（
木
）・11
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　
（
２
日
間
の
受
講
が
必
要
で
す
。）

▽
と
こ
ろ

　
弘
前
市
賀
田一丁
目
18
番
地
４

　
岩
木
文
化
セ
ン
タ
ー「
あ
そ
べ
ー
る
」

▽
申
込
み

　
11
月
9
日（
月
）か
ら
11
月
20
日（
金
）ま
で

　
消
防
本
部
予
防
課
か
最
寄
り
の
消

防
署・分
署
で
受
付
し
ま
す
。な
お
、

申
し
込
み
受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も

定
員（
70
人
）に
な
り
次
第
、受
付
を

終
了
い
た
し
ま
す
。

▽
受
講
料　
講
習
料
は
無
料
で
す
が
、

事
前
に
書
店
な
ど
で
テ
キ
ス
ト
を

購
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
講
習
に
つ
い
て
の
詳
細
は
弘
前
地
区

消
防
事
務
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご

覧
下
さ
い
。

▽
そ
の
他　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
対
策
の
た
め
講
習
会
は
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

弘
前
消
防
本
部
予
防
課

☎
3
2‐5
1
0
4

119番通報の仕方
通
信
員

～救急時の例～

通
報
者

はい、119番です。
火事ですか救急ですか？

救急です。
具合が悪い人がいます。

住所を教えてください。

弘前市本町２の１。
▲▲株式会社です。

何歳の人がどういう状態
ですか？

20歳の人が急に倒れて現
在意識がありません（見た
状態をできるだけ詳しく）。

救急だけでなく火災や救助も同じように、住所を正確に、また聞かれたことに対し内容を詳しく話してください。
そうすることで、出動までがスムーズになり、現場へ到着するまでの時間を短縮できます。
※消防車または救急車は、住所が分かった時点で出動します。その後でさらに詳しい情報を聴取していますので
　「早く出せ！」などと興奮して怒鳴ったりせず、情報の収集にご協力ください。

119

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

該
当
す
る
施
設
は
受
講
を
！

　
１１
月
は「
み
ん
な
で
医
療
を
考
え
る
月
間
」

で
す
。

　

青
森
県
で
は
上
手
な
医
療
の
か
か
り
方

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
、県
内
全
戸
に
配
布
し
ま

す
。

　
日
頃
か
ら
、医
療
に
上
手
に
か
か
る
こ
と

で
体
力・時
間・治
療
費
な
ど
の
負
担
を
軽
減

で
き
ま
す
。ま
た
、知
っ
て
い
る
と
お
得
な
医

療
制
度
な
ど
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、確
認

し
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

みんなで医療を
考える月間



献血
バス
が

おじ
ゃま
しま
す
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輸
血
を
待
ち
望
ん
で
い
る
患
者
さ

ん
の
た
め
に
、献
血
の
協
力
者
を
募
集

し
ま
す
。

●
実
施
日 

１１
月
１３
日（
金
）

●
受
付
時
間 

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

ま
で

●
場
所　
役
場
駐
車
場
内

●
採
血
区
分

　
全
血
献
血（
４
０
０ｍ
L
献
血
）

●
留
意
事
項

　
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬（
花
粉
症・鼻
炎

な
ど
）な
ど
を
は
じ
め
、当
日
服
用
し

て
い
て
も
献
血
い
た
だ
け
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
輸
血
歴
の
あ
る
方
は
、ご
辞
退
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
海
外
か
ら
の
帰
国
日
か
ら
４
週
間
以

内
の
方
は
、献
血
を
ご
辞
退
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。そ
れ
以
外

に
も
問
診
に
よ
り
検
診

医
が
献
血
を
お
断
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
住
民
課
保
健
福
祉
係

　
☎
８
５‐２
８
０
４

献
血
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
１０
月
２０
日
、日
本
郵
便
株
式
会
社
と
包
括

的
連
携
に
関
す
る
協
定
締
結
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、日
本
郵
便
株
式
会
社
が
有

す
る
人
的
・
物
的
資
源
を
有
効
的
に
活
用

し
、相
互
の
連
携
及
び
協
力
を
強
化
し
、郵

便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、地
域
の

活
性
化
及
び
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。主
な
連
携
内
容
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。

・
日
常
の
防
災
活
動
及
び
大
規
模
災
害
発

生
時
の
対
応
に
関
す
る
こ
と

・
高
齢
者
や
子
ど
も
な
ど
の
見
守
り
活
動
に

関
す
る
こ
と

・
道
路
損
傷
な
ど
の
情
報
提
供
に
関
す
る
こ
と

・
不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る
廃
棄
物
な
ど
の
情

報
提
供
に
関
す
る
こ
と

・
地
域
、暮
ら
し
の
安
心
、安
全
に
関
す
る
こ
と

・
地
域
の
経
済
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

日
本
郵
便
株
式
会
社
と
の

包
括
的
連
携
に
関
す
る

協
定
締
結
式

１ 薬の飲み合わせにご注意を
　広域連合では、複数の医療機関から飲み合わせは避けるべ
きとされている薬を処方されている方へ、そのお知らせをお
送りしています（10月末発送予定）。飲み合わせが悪いと、薬
の効果が十分に得られなかったり、反対に薬が効きすぎて重
い副作用を引き起こすことがあります。お知らせが届いた方
は、すべてのお薬手帳を持参し、かかりつけ医又はかかりつけ
薬局にご相談ください。

３ 新たに後期高齢者医療制度に加入する
 方の保険料の納め方について
　保険料は、年金からの天引き（特別徴収）が原則
ですが、新たに後期高齢者医療制度に加入する方
は、年金からの天引きが開始されるまで時間がかか
るため、加入当初は納付書で納めていただくことに
なります。
　口座振替を希望される場合は手続きが必要で
す。これまで国民健康保険税（料）を口座振替で納
めていた方も、改めて手続きが必要です。

4 保険料は納期限内に納めましょう
　保険料を滞納すると、通常より有効期限が短い
保険証が交付されることがあります。災害により住
宅などに著しく損害を受けたり、世帯主の収入が
著しく減少した場合など、保険料の減免が認められ
ることがありますので、お早めにご相談ください。

２ 多くの種類の薬を処方されている方はご注意を
　広域連合では、複数の医療機関から多くの種類の薬を処方
されている方へ、そのお知らせをお送りしています（10月末発
送予定）。複数の医療機関を受診されている場合、それぞれの
医療機関では処方薬について適切に管理されていますが、全
体で見ると同じ成分の薬が重複して処方されている場合など
があります。お知らせが届いた方は、すべてのお薬手帳を持
参し、かかりつけ医又はかかりつけ薬局にご相談ください。

後期高齢者医療被保険者のみなさまへ

問い合わせ先 青森県後期高齢者医療広域連合
☎017-721-3821

問い合わせ先 青森県後期高齢者医療広域連合
☎017-721-3821



　
白
神
山
地
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、１１

月
１
日
〜
１１
月
３０
日（
月
）ま
で
、当
セ
ン

タ
ー
２
階
ホ
ワ
イ
エ
に
て「
す
ご
い
ぞ
！
白
神

縄
文
遺
跡
群
！
縄
文
時
代
の
森
林
利
用
」写

真
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
縄
文
時
代
の
出
土
物
の
写
真
の
展
示
に
な

り
ま
す
が
、こ
ち
ら
の
出
土
物
は
な
ん
と
津

軽
ダ
ム
建
設
の
た
め
の
発
掘
調
査
で
発
掘
さ

れ
た
出
土
品
限
定
の
展
示
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、１１
月
８
日（
日
）に
は
出
土
品
の
本

物
が
当
セ
ン
タ
ー
に
や
っ
て
き
ま
す
！（
１０
時

３０
分
〜
１５
時
）

　
西
目
屋
村
の
皆
様
、村
で
発
掘
さ
れ
た
貴

重
な
土
器
や
土
偶
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
ご

覧
に
な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
ど
の
く

ら
い「
す
ご
い
！
」遺
跡
で
あ
っ
た
の
か
、ぜ
ひ

そ
の
目
で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。ご
来
場
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
実
施
日
　
１１
月
１
日
〜
３０
日（
月
）

　
※
１１
月
９
日（
月
）は
休
館
日

問
白
神
山
地
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
☎
８
５‐２
８
１
０

　

宅
建
士
、す
ま
い
ア
ッ
プ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
建
築
士
）、司
法
書
士
の
相
談
員
が
中
立
的

な
立
場
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
「
空
き
家・空
き
地
」の
売
買・賃
貸・管
理・

リ
フ
ォ
ー
ム・相
談
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、

相
談
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。予
約
な
し
で

も
で
き
る
限
り
受
付
い
た
し
ま
す
が
、お
待

ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前

予
約
を
推
奨
い
た
し
ま
す
。

●
日
程　
１１
月
２１
日（
土
）

●
時
間　
午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
２
時
ま
で

●
場
所　
弘
前
市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

問
公
益
社
団
法
人
青
森
県
宅
地
建
物

　
取
引
業
協
会

　
☎
０
１
７‐７
２
２‐４
０
８
６

　

相
談
員
が
借
金
の
状
況
な
ど
を
お
伺
い

し
、必
要
に
応
じ
て
、弁
護
士
な
ど
に
引
継
ぎ

を
行
い
ま
す
。一人
で
悩
ま
ず
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。秘
密
厳
守・無
料
で
す
。

●
受
付
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
祝
日・年
末
年
始
除
く
）

●
相
談
専
用
電
話

　
☎
０
１
７‐７
７
４‐６
４
８
８

問
東
北
財
務
局
青
森
財
務
事
務
所 

理
財
課

『世界遺産と水源の里 にしめや』

お知らせ
村から皆さんへの
大切なお知らせです。
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「
す
ご
い
ぞ
！
白
神
縄
文
遺
跡
群
！

縄
文
時
代
の
森
林
利
用
」写
真
展

専
門
家
に
よ
る

空
き
家
相
談
会
開
催

借
金
に
関
す
る

相
談
窓
口

レザーコインケースづくり体験
小学４年生～６年生参加者募集

ミニ門松作り教室 参加者募集

　津軽広域連合では、冬休みに小学４年生～６年生のみなさんを
対象に体験教室を開催します。ご応募お待ちしています！
【開催日時】 １２月２５日（金）　全３回
①１０：００～１１：００、②１１：３０～１２：３０、③１３：３０～１４：３０
【開催場所】 弘前市ヒロロ３階　健康ホール
【体験内容】 レザーに刻印し染色して作る三角コインケースづくり
（講師：堀川拓郎さん）
【参加費】 １人1,000円　【対象】 小学４年生～６年生
弘前市、黒石市、平川市、藤崎町、板柳町、大鰐町、
田舎館村、西目屋村にお住まいの小学生
【募集人数】 各回１２人
【応募方法】 「ハガキ」または「電子メール」に、①郵便番号・住所②参
加者氏名（ふりがな）③学年・年齢④希望時間⑤保護者氏名⑥電話
番号を記入してお申込みください。
【申込期限】 １２月１０日（木）※当日消印有効
※１回の応募で２人まで申込みできます。
※応募者多数の場合は抽選を行い、結果を１２月１５日（火）に郵送します。
※会場内の3密を避けるため、同伴者は入場できませんのでご了承ください。
※新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行い開催します。（体験教室実施日の
2週間前頃から検温をお願いします。健康状態によっては参加をお断りします。）
問い合わせ・申込先 
〒036-8003 弘前市大字駅前町9番地20ヒロロ3階
津軽広域連合 レザーコインケースづくり体験係
☎31－1201　E-mail：rengou@tsugarukoiki.jp

　不要になったわらや竹、畳表などを使ってミニ門松
を作ります。手作り門松でお正月を迎えてみませんか。
【日時】 １２月１９日（土）午前９時３０分～午後３時
【場所】 弘前地区環境整備センタープラザ棟
【講師】 尾崎　行雄さん
【募集人数】 １０人（１人１基）※家族での参加は、１家族
１基の制作となります。（小学生の場合は保護者の同
伴が必要です。）
【参加料】 無料
【持ち物】 昼食、飲み物 ※作業がしやすく、汚れても良
い服装でお越しください。
【申込方法】 往復はがきに教室名・住所・氏名・年齢・電
話番号を記入の上、１２月５日（土・必着）までにご郵送く
ださい。※往復はがき１枚につき２人まで応募できま
す。応募多数の場合は抽選で決定し、１２月１１日（金）ま
でにお知らせします。詳細はプラザ棟ホームページを
ご覧ください。
問い合わせ先
弘前地区環境整備センタープラザ棟 
☎３６－３３８８
受付時間は午前９時～午後４時　　
※月曜日は休館日です。月曜日が祝日の場合は翌日
が休館日となります。

※写真はイメージです。



戸籍の窓 9月届出分
（敬称略）

　
令
和
２
年
８
月
末
現
在
、全
国
の
警
察
か

ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、凶
悪
事
件

な
ど
で
特
に
警
察
庁
が
指
定
し
て
い
る
重
要

指
名
手
配
被
疑
者
を
始
め
と
し
て
、約
６
５

０
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、殺
人
、強
盗
な
ど
の

凶
悪
事
件
の
ほ
か
、暴
行
、傷
害
、窃
盗
、詐

欺
、横
領
な
ど
の
事
件
に
関
し
て
指
名
手
配

さ
れ
て
お
り
、再
び
犯
行
を
行
う
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、特
に
重
大
な
犯
罪
の
被
疑
者

を
選
定
し
た
上
で
、１１
月
中
に
全
国
警
察
の

総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
う
こ
と
と
し
、

こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
指
名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た

捜
査
活
動
に
は
、国
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
是
非
と
も
必
要
で
す
。

　
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
掛

け
た
と
い
っ
た
情
報
な
ど
、ど
ん
な
わ
ず
か
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、警
察
に
通
報
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
動
産
取
得
税
は
、土
地
や
家
屋
を
、有

償・無
償
の
別
、登
記
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

売
買
、贈
与
、交
換
、建
築（
新
築・増
築・改
築
）

な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
と
き
に
、そ
の
取
得
者

に一度
だ
け
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。不

動
産
の
取
得
後
、あ
る
程
度
の
期
間
を
お
い
て

納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、指
定

さ
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、一定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る
住
宅
や

住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
は
、必

要
な
書
類
を
添
え
て
申
請
す
る
こ
と
に
よ

り
、不
動
産
取
得
税
が
軽
減
と
な
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
青
森
県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、中
南
地
域
県
民
局

県
税
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
中
南
地
域
県
民
局
県
税
部

　
課
税
第
二
課

　
☎
３
２‐１
１
３
１

　
次
期
５
年
間
の「
津
軽
国
有
林
の
森
林
計

画
」の
策
定
に
当
た
り
、地
域
住
民
の
皆
様
か

ら
森
林
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど

を
伺
う
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

●
日
程　
令
和
３
年
１
月
２６
日（
火
）

●
時
間　
午
後
１
時
３０
分
〜
午
後
４
時

●
場
所　
中
央
公
民
館
岩
木
館

　
２
F
大
ホ
ー
ル（
弘
前
市
）

●
募
集
人
員

　
２０
名（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
１２
月
２７
日（
日
）ま
で
に

　
津
軽
森
林
管
理
署

　
☎
２
７‐２
８
０
０

農
業
集
落
排
水
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

　

農
業
集
落
排
水（
下
水
道
）は
、水

環
境
の
悪
化
に
よ
り
生
態
系
な
ど
に

様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
生
活
排
水
を

集
め
て
、き
れ
い
な
水
に
処
理
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、農
業
用
排
水
及
び

河
川
の
水
質
改
善
を
図
り
、快
適
な

生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
や
水
洗
便
所
改

造
工
事
を
す
る
場
合
は
、役
場
建
設

課（
☎
８
５‐２
８
０
２
）ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■本　　　社／ 青森市三内字丸山393-270（西部工業団地内） 
 TEL. 017-761-5301
■弘前営業所／ 弘前市大字神田3-2-3（角弘弘前支店2F）
 TEL. 0172-35-0882

『世界遺産と水源の里 にしめや』
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指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を

住
民
懇
談
会
の
開
催

不
動
産
取
得
税
の

お
知
ら
せ

村の
人口

R2.9月末
現在

(　)は前月比 世帯数： 554世帯（±0）
合計： 1331人（－2）
女性： 706人（－2）
男性： 625人（±0）

齊藤　いゑ（99）..........居森平
村上　一郎（73）..........川原平

おくやみ

　「戸籍の窓」は原則として「本籍が西目屋
村にある方」を掲載しています。
　掲載を希望しない方また当村に本籍が
なくて掲載を希望する方などがありました
ら、必ず広報係までお申し出ください。

自衛官募集案内
募 集 種 目 資　　　格 受付期間 試験日

令和3年
１月10日（日）
又は11日（月）
の指定する1日
令和3年
１月23日（土）

11月1日～
11月30日（月）

11月1日～
令和3年1月6日（水）

男子で中卒（見込含）
17歳未満

男子で中卒（見込含）
17歳未満

高等工科学校生徒
（推薦）

高等工科学校生徒
（一般）

12月5日（土）・
6日（日）～11月20日（金）18歳以上33歳未満自衛官候補生

（男女）

受験資格など細部につきましては、自衛隊弘前地域事務所へお問い合わせください。
問い合わせ先 自衛隊青森地方協力本部弘前地域事務所　☎27-3871
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西
目
屋
村
役
場
／
企
画
財
政
課

１０月下旬、役場の玄関に飾ってある花の中にかぼちゃのオバケを発見。ハロウィ
ンか～秋も終わりなのか～と写真を撮りながら、晩秋を感じていました。食欲の秋、
スポーツの秋、読書の秋、芸術の秋・・・皆さんの秋は今年、どんな秋でしたか？

　体育協会とは、村におけるスポーツ団体を総括する団体です。市
町村対抗青森県民体育大会への参加をはじめ、各スポーツ団体の
親睦を図ることや育成・向上・発展を目的に活動しています。現在、
７つの団体が加盟しており、各団体をシリーズで紹介します。

西目屋村体育協会加盟団体紹介西目屋村体育協会加盟団体紹介

西目屋村バスケットボールクラブ

2020年11 月
号
N
0.629

　諸先輩方から引き継いだ伝統
とトロフィーを大切にし毎週水曜
日、西目屋小学校体育館で練習
しています。
　最近は小中高の子どもから社
会人まで世代問わずバスケット
ボールを楽しんでいます。

西目屋村ボウリングクラブ
　当クラブは、月例会開催や各種大会
に参加し会員相互の親睦を図る活動を
行っています。老若男女を問わず親し
める生涯スポーツに参加しませんか。

興味のある方は是非とも
体育館にお越しください！

ただいま、会員募集中です！

【問い合わせ】
 成田　☎０９０－８９２２－４００９

【練習日】
 毎週水曜日 19：00～

　
９
月
３０
日
、西
目
屋
小
学
校
の
稲
刈
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、初
め
は

１・２・３
年
生
が
鎌
を
使
っ
て
刈
り
取

り
、４・５・６
年
生
が
束
ね
作
業
を
分
担

し
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。あ
る
程
度
作

業
が
進
む
と
、棒
が
け
を
す
る
た
め
沢

山
の
束
を
運
ぶ
児
童
も
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
稲
刈
り
と
な
る
１
年
生

は
、鎌
の
使
い
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら

い
な
が
ら
、一生
懸
命
に
稲
を
刈
っ
て
い

ま
し
た
。ま
た
、

２
年
生
か
ら
６
年

生
は
慣
れ
た
手
つ

き
で
作
業
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

稲
刈
り

芸術鑑賞教室芸術鑑賞教室　

１０
月
１
日
、西
目
屋
小
学
校

体
育
館
に
お
い
て
、小
学
校
児
童

と
た
し
ろ
保
育
園
の
園
児
を
対

象
に
芸
術
鑑
賞
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
北
海
道
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
、劇
団
風
の
子
北
海
道
の

皆
さ
ん
に
よ
る「
マ
ー
レ
ン
と
雨
姫
」

の
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た

ち
は
時
折
、声

を
出
し
て
笑
い

な
が
ら
も
、真

剣
な
眼
差
し
で

劇
を
鑑
賞
し
て

い
ま
し
た
。
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